
(57)【要約】

【課題】歯形精度を確保できると共に、歯の強度を充分

に確保できるモールドギヤを提供する。

【解決手段】リム３の歯１０が形成される部分の内周側

に、リム３の内周から歯先側へ向かって滑らかに凹む肉

ぬすみ部１１が形成されており、歯１０が形成された部

分と歯１０が形成されない部分（歯底１２の部分）との

肉厚の差を小さくし、歯１０が形成された部分と他部と

の冷却・固化時間の差を小さくするようになっている。

その結果、ヒケやボイドの発生を防止でき、動力伝達が

可能な充分な強度を確保できると共に、歯形を高精度に

成形することが可能になる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 溶 融 材 料 を 型 内 で 固 化 さ せ 、 リ ム の 外 周 に 複 数 の 歯 を 形 成 し て な る モ ー ル ド ギ ヤ に お い
て 、
　 前 記 リ ム の 内 周 側 で 且 つ 各 歯 に 対 応 す る 位 置 に 、 リ ム の 内 周 か ら 歯 先 側 へ 向 か っ て 滑 ら
か に 凹 む 肉 ぬ す み 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る モ ー ル ド ギ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 溶 融 材 料 を 型 内 で 固 化 さ せ 、 リ ム の 外 周 に 複 数 の 歯 を 形 成 し て な る モ ー ル ド ギ ヤ に お い
て 、
　 前 記 リ ム の 内 周 を 、 各 歯 に 対 応 す る 位 置 に お い て 歯 先 側 へ 滑 ら か に 凹 み 、 各 歯 底 に 対 応
す る 位 置 に お い て 回 転 中 心 側 へ 滑 ら か に 出 っ 張 る 波 形 曲 面 形 状 に し た こ と を 特 徴 と す る モ
ー ル ド ギ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 溶 融 材 料 （ プ ラ ス チ ッ ク （ ポ リ ア セ タ ー ル ， ポ リ ア ミ ド 等 ） 、 金 属 （ マ グ
ネ シ ウ ム 合 金 ， ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 ） ） を 型 内 で 固 化 さ せ る こ と に よ り 成 形 さ れ る モ ー ル
ド ギ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 成 形 さ れ る モ ー ル ド ギ ヤ ２ １ で あ っ て
、 図 ６ ～ 図 ７ に 示 す よ う な モ ー ル ド ギ ヤ ２ １ は 、 リ ム ３ の 外 周 に 複 数 の 歯 １ ０ が 形 成 さ れ
て お り 、 歯 １ ０ が 形 成 さ れ た 部 分 と 歯 １ ０ が 形 成 さ れ て な い 部 分 （ 歯 底 １ ２ に 対 応 す る 部
分 ） の 肉 厚 の 差 が 大 き い た め 、 こ れ ら 部 分 の 金 型 内 で の 冷 却 ・ 固 化 に 要 す る 時 間 に 差 が 生
じ 、 リ ム ３ の 歯 底 １ ２ に 対 応 す る 部 分 が 先 に 冷 却 ・ 固 化 し 、 歯 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 部 分
が 遅 れ て 冷 却 ・ 固 化 す る 。 そ の 結 果 、 こ の よ う な モ ー ル ド ギ ヤ ２ １ は 、 歯 １ ０ が 形 成 さ れ
た 部 分 の 肉 が 先 に 冷 却 ・ 固 化 す る 歯 底 １ ２ 側 に 引 っ 張 ら れ 、 歯 １ ０ が 形 成 さ れ た 部 分 に ヒ
ケ １ ４ や ボ イ ド １ ５ が 発 生 し や す い と い う 問 題 や 、 歯 形 精 度 を 確 保 す る の が 難 し い と い う
問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 歯 形 に 沿 っ た 凹 部 ２ ２ を 各 歯 １ ０ に 形 成 し 、 歯 １ ０ の 肉 厚
を 均 一 化 し 、 歯 形 精 度 を 確 保 す る よ う に し た モ ー ル ド ギ ヤ ２ ３ が 既 に 案 出 さ れ た （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ２ ３ ６ ８ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 図 ８ に 示 す よ う な モ ー ル ド ギ ヤ ２ ３ は 、 歯 形 精 度 を 確 保 す る こ と は 容 易
で あ る が 、 歯 形 に 沿 っ た 凹 部 ２ ２ を 形 成 し な い モ ー ル ド ギ ヤ ２ １ （ 図 ７ 参 照 ） に 比 較 し て
強 度 が 著 し く 劣 る た め 、 動 力 伝 達 機 構 に 使 用 す る こ と が 難 し い と い う 不 具 合 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 歯 形 精 度 を 確 保 で き る と 共 に 、 歯 の 強 度 を 充 分 に 確 保 で き る モ ー ル
ド ギ ヤ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 溶 融 材 料 を 型 内 で 固 化 さ せ 、 リ ム の 外 周 に 複 数 の 歯 を 形 成 し て な る
モ ー ル ド ギ ヤ で あ っ て 、 前 記 リ ム の 内 周 側 で 且 つ 各 歯 に 対 応 す る 位 置 に 、 リ ム の 内 周 か ら
歯 先 側 へ 向 か っ て 滑 ら か に 凹 む 肉 ぬ す み 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 溶 融 材 料 を 型 内 で 固 化 さ せ 、 リ ム の 外 周 に 複 数 の 歯 を 形 成 し て な る
モ ー ル ド ギ ヤ で あ っ て 、 前 記 リ ム の 内 周 を 、 各 歯 に 対 応 す る 位 置 に お い て 歯 先 側 へ 滑 ら か
に 凹 み 、 各 歯 底 に 対 応 す る 位 置 に お い て 回 転 中 心 側 へ 滑 ら か に 出 っ 張 る 波 形 曲 面 形 状 に し
た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 ヒ ケ や ボ イ ド が 発 生 し 易 い 歯 に 対 応 す る リ ム の 内 周 側 に 、 リ ム の 内 周 か ら 歯
先 側 へ 向 か っ て 滑 ら か に 凹 む 肉 ぬ す み 部 が 形 成 さ れ て お り 、 歯 が 形 成 さ れ た 部 分 と 歯 が 形
成 さ れ な い 部 分 （ 歯 底 部 分 ） と の 肉 厚 の 差 を 小 さ く し 、 歯 が 形 成 さ れ た 部 分 と 他 部 と の 冷
却 ・ 固 化 時 間 の 差 を 小 さ く す る よ う に な っ て い る た め 、 ヒ ケ や ボ イ ド の 発 生 を 防 止 で き 、
動 力 伝 達 が 可 能 な 充 分 な 強 度 を 確 保 で き る と 共 に 、 歯 形 を 高 精 度 に 成 形 す る こ と が 可 能 に
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 詳 述 す る 。
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 溶 融 プ ラ ス チ ッ ク を 金 型 に 形 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ 内 で 冷 却 ・ 固 化 さ せ て
な る モ ー ル ド ギ ヤ （ 射 出 成 形 ギ ヤ ） １ を 示 す も の で あ る 。 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 モ ー
ル ド ギ ヤ １ は 、 ボ ス ２ と リ ム ３ が 略 円 板 状 の ウ ェ ブ ４ に よ り 接 続 さ れ 、 リ ム ３ の 半 径 方 向
内 方 近 傍 に ウ ェ ブ ４ の 両 面 か ら 突 出 す る リ ン グ 状 リ ブ ５ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の リ ン グ
状 リ ブ ５ と ボ ス ２ を 放 射 状 に 接 続 す る 複 数 の ア ー ム 状 リ ブ ６ が ウ ェ ブ ４ の 両 面 か ら 突 出 す
る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の う ち 、 ボ ス ２ に は 、 軸 ７ に 嵌 合 さ れ る 軸 穴 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 又 、 ウ ェ ブ ４ は 、
ボ ス ２ の 軸 方 向 略 中 央 部 と リ ム ３ の 幅 方 向 略 中 央 部 を 接 続 す る よ う に な っ て お り 、 リ ン グ
状 リ ブ ５ 及 び ア ー ム 状 リ ブ ６ で 補 強 さ れ る こ と を 考 慮 し て 、 可 能 な 限 り 薄 い 肉 厚 で ほ ぼ 均
一 に 形 成 さ れ て い る 。 又 、 リ ン グ 状 リ ブ ５ 及 び ア ー ム 状 リ ブ ６ は 、 そ の 側 面 ５ ａ ， ５ ａ （
６ ａ ， ６ ａ ） 間 の 幅 寸 法 Ｗ １ が リ ム ３ の 幅 寸 法 Ｗ ２ よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て お
り 、 そ の 側 面 ５ ａ ， ５ ａ （ ６ ａ ， ６ ａ ） が リ ム ３ の 側 面 ３ ａ ， ３ ａ や ボ ス ２ の 側 面 ２ ａ ，
２ ａ よ り も 外 側 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ） へ 出 っ 張 る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 リ ム ３ の 外 周 側 に は 複 数 の 歯 １ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 リ ム ３ の 内 周 側 に は 滑 ら か な 曲 面
で 形 成 さ れ た 肉 ぬ す み 部 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 肉 ぬ す み 部 １ １ は 、 歯 １ ０ に 対 応 す
る 部 位 が リ ム ３ の 内 周 側 か ら 歯 先 側 へ 向 か っ て 滑 ら か に 凹 む 円 弧 状 の 曲 面 に な っ て い る 。
そ し て 、 隣 り 合 う 肉 ぬ す み 部 １ １ ， １ １ 間 は 、 歯 底 １ ２ 側 か ら 回 転 中 心 側 へ 滑 ら か に 出 っ
張 る 円 弧 状 の 曲 面 １ ３ に な っ て お り 、 こ れ ら 肉 ぬ す み 部 １ １ と 曲 面 １ ３ が 滑 ら か に 接 続 さ
れ て 波 形 曲 面 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 肉 ぬ す み 部 １ １ が 形 成 さ れ た 部 分 （ リ ム ３ の 歯 １ ０ に 対 応 す る 部 分 ） は 、 図 ７ に 示
す よ う に 、 ヒ ケ １ ４ や ボ イ ド １ ５ が 発 生 し 易 い 部 分 で あ る 。 し か し 、 本 実 施 の 形 態 は 、 図
１ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 肉 ぬ す み 部 １ １ が リ ム ３ の 内 周 側 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 歯 １
０ が 形 成 さ れ た 部 分 と 歯 １ ０ が 形 成 さ れ な い 部 分 （ 歯 底 １ ２ 部 分 ） と の 肉 厚 の 差 が 小 さ く
な り 、 歯 １ ０ が 形 成 さ れ た 部 分 と 他 部 と の 冷 却 ・ 固 化 時 間 の 差 を 小 さ く す る こ と が で き る
た め 、 ヒ ケ １ ４ 、 ボ イ ド １ ５ や そ の 他 の 成 形 不 良 （ 例 え ば 、 歯 の 反 り ） の 発 生 を 防 止 で き
る と 共 に 、 歯 形 や 歯 す じ な ど の 歯 車 形 状 を 高 精 度 に 成 形 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 本 実 施 の 形 態 の モ ー ル ド ギ ヤ １ は 、 肉 ぬ す み 部 １ １ が リ ム ３ の 内 周 側 に 形 成 さ れ て
お り 、 肉 ぬ す み 部 １ １ が 歯 １ ０ に 食 い 込 む よ う な こ と が な く 、 歯 １ ０ の 強 度 を 損 な う こ と
が な い た め 、 確 実 且 つ 高 精 度 の 動 力 伝 達 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 尚 、 ウ ェ ブ ４ の 肉 厚 が 厚 い と 、 ウ ェ ブ ４ と リ ム ３ の 接 続 部 及 び そ の 近 傍 の 冷 却 ・ 固 化 が
遅 れ 、 成 形 時 の 収 縮 に よ り 歯 面 部 精 度 が 悪 化 す る 。 し か し 、 本 実 施 の 形 態 の モ ー ル ド ギ ヤ
１ は 、 リ ン グ 状 リ ブ ５ 及 び ア ー ム 状 リ ブ ６ に よ り ウ ェ ブ ４ の 強 度 が 補 強 さ れ る よ う に な っ
て い る た め 、 ウ ェ ブ ４ の 肉 厚 を 極 力 薄 く す る こ と が で き 、 成 形 時 の 収 縮 に 起 因 す る 歯 面 部
精 度 の 悪 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 の モ ー ル ド ギ ヤ １ は 、 前 記 肉
ぬ す み 部 １ １ を 形 成 す る こ と の 効 果 と 相 俟 っ て 、 高 精 度 の 歯 形 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 又 、 本 実 施 の 形 態 は 、 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 射 出 成 形 時 の ゲ ー ト １ ６ の 位 置 を ウ
ェ ブ ４ の 部 分 に 配 置 し 、 エ ジ ェ ク ト ピ ン １ ７ の 押 圧 位 置 を リ ン グ 状 リ ブ ５ と ア ー ム 状 リ ブ
６ と の 接 続 部 側 面 に 配 置 し て あ り 、 リ ン グ 状 リ ブ ５ と ア ー ム 状 リ ブ ６ と の 接 続 部 側 面 や ウ
ェ ブ ４ が リ ム ３ の 側 面 ３ ａ ， ３ ａ 及 び ボ ス ２ の 側 面 ２ ａ ， ２ ａ よ り も 外 側 へ 出 っ 張 る こ と
が な い た め 、 ゲ ー ト 痕 や エ ジ ェ ク ト ピ ン の 押 圧 痕 が あ っ て も 、 モ ー ル ド ギ ヤ １ の 組 み 付 け
作 業 に 不 都 合 を 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 、 本 実 施 の 形 態 は 、 リ ム ３ の 内 周 に 形 成 さ れ る 肉 ぬ す み 部 １ １ が 滑 ら か な 円 弧 形 状 で
あ り 、 リ ム ３ の 内 周 全 体 が 滑 ら か な 波 形 曲 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 肉 ぬ す み 部 １ １
に 応 力 が 集 中 す る こ と に よ る 強 度 低 下 を 生 じ る こ と が な い 。
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る モ ー ル ド ギ ヤ １ の リ ム ３ の 一 部 を 拡 大 し て 示
す 図 で あ る 。 尚 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る モ ー ル ド ギ ヤ １ は 、 リ ム ３ の 内 周 側 の 形 状 の み が 前
記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 相 違 す る の で 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 の 構 成 に つ い て は 省 略
し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る モ ー ル ド ギ ヤ １ は 、 リ ム ３ の 内 周 側 で 且 つ
各 歯 １ ０ に 対 応 す る 位 置 に 、 リ ム ３ の 内 周 面 ３ ｂ か ら 歯 先 側 へ 向 か っ て 円 弧 状 に 滑 ら か に
凹 む 肉 ぬ す み 部 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 肉 ぬ す み 部 １ １ と リ ム ３ の 内 周 面 ３
ｂ と の 接 続 部 が Ｒ 面 取 り さ れ 、 肉 ぬ す み 部 １ １ と リ ム ３ の 内 周 面 ３ ｂ が 滑 ら か に 接 続 さ れ
て お り 、 肉 ぬ す み 部 １ １ と リ ム ３ の 内 周 面 ３ ｂ と の 接 続 部 に 応 力 が 集 中 し な い よ う に 工 夫
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 本 実 施 の 形 態 の モ ー ル ド ギ ヤ １ は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 上 記 の 各 実 施 の 形 態 は 、 射 出 成 形 に よ り 製 造 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク モ ー ル ド ギ ヤ を 例
に 採 っ て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 ダ イ カ ス ト に よ っ て 成 形 さ れ る
金 属 モ ー ル ド ギ ヤ や 、 特 殊 鋳 造 法 に よ っ て 成 形 さ れ る モ ー ル ド ギ ヤ の よ う に 、 溶 融 材 料 を
型 内 で 冷 却 ・ 固 化 さ せ る こ と に よ り 所 望 形 状 に 成 形 さ れ る ギ ヤ に 広 く 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 上 記 各 実 施 の 形 態 は 、 平 歯 車 を 例 示 し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 は す ば 歯 車 に も
適 用 で き る 。 但 し 、 こ の 場 合 は 、 歯 の ね じ れ 方 向 に 沿 っ て 肉 ぬ す み 部 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 肉 ぬ す み 部 １ １ は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 円 弧 状 に 形 成 す る 態 様 を 示 し た が 、
こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 リ ム ３ の 内 周 側 か ら 歯 先 側 へ 向 か っ て 滑 ら か に 凹 む も の で
あ れ ば 、 略 三 角 形 状 や 略 台 形 形 状 等 の 多 角 形 形 状 の も の で も よ い 。 但 し 、 各 辺 の 交 叉 部 は
、 応 力 集 中 が 生 じ な い よ う に 、 円 弧 状 に 形 成 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 ウ ェ ブ ４ の 形 状 や 各 リ ブ ５ ， ６ の 形 成 位 置 及 び 各 リ ブ ５ ， ６ の 形 状 等 の リ ム ３ を 除
く 部 分 は 、 上 記 実 施 の 形 態 の 態 様 に 限 ら れ る も の で な く 、 設 計 条 件 等 に 応 じ て 適 宜 変 更 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る モ ー ル ド ギ ヤ の 側 面 図 （ 図 ３ の Ａ 方 向 か ら 見 た
図 ） で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の モ ー ル ド ギ ヤ の リ ム の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ て 切 断 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る モ ー ル ド ギ ヤ の リ ム の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｂ 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の モ ー ル ド ギ ヤ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の モ ー ル ド ギ ヤ の リ ム の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 他 の 従 来 例 を 示 す モ ー ル ド ギ ヤ の リ ム の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ … … モ ー ル ド ギ ヤ 、 ３ … … リ ム 、 ３ ａ … … 内 周 、 １ ０ … … 歯 、 １ １ … … 肉 ぬ す み 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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